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陶芸制作を通した高齢者-の造形活動支援
上田 久利 阿部鉄太郎*
高齢化社会である現在,特別養護老人ホーム等高齢者対象福祉施設のニーズが増加してい
る｡そこで必要とされる福祉活動は,日常生活の介助,生活空間の提供だけではなく,高齢
者がそれぞれに社会を構成する一人として尊重され,施設内外の人と交流し,共に支えあう
ノーマライゼーションの実践である｡そして,心豊かな生活,自身の存在が肯定される活動
等,ノーマライゼーションの実践において有用性のある生涯学習 ｢美術｣への関心は近年社
会的に高まっている｡本稿では,このような ノー マーライゼ-ションの実践を目指した陶芸ワ
ークショ､ソプの活動内容について報告し,粘土という触覚体験活動で得られるワークショッ
プ参加者の心の変化を検証する｡
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l 目的
特別養護老人ホーム等高齢者対象福祉施設は,FE
活介護,身体機能改善のための各種リハビリテーシ
ョン等の福祉サービスを提供し,高齢者の方の全人
的な社会生活を支援する施設であるが,近年の少子
高齢化社会による高齢者人口増加に伴い福祉施設の
ニーズが急速に高まっている｡本稿で採り上げる高
齢者の方に対する造形活動支援は,兵庫県南西部地
域でニーズのある社会福祉法人仁寿福祉会特別養護
老人ホーム星陽の施設提供の協力のもと,岡山大学
教育学部美術教育講座上田久利研究室が現在取り組
んでいる ｢触覚体験活動を通した障害者への造形活
動支援の研究｣の一環として行うものである｡参加
者主体の活動を目指すためにフアシリテ一夕- Lとし
ての基本姿勢を明確にし,参加者と共に造形活動を
円滑に進められる素材準備,制作工程,適切な支援
を,陶芸ワークショップの実践を通して研究する｡
日 方法
1 高齢者とファシリテ一夕ーとの関わりの在り方
特別養護老人ホーム星陽に入居あるいはデイサー
ビスを受けておられる高齢者の方は,医師や介護職
負,療法士などの医療フアシリテ一夕-と密接に関
わり合っている｡また,医療 ･介護専門のフアシリ
チ-クー以外にも,施設内で行なわれるさまざまな
内容 (手芸,茶道,料理,書道,音楽,美術など)
のワークショップのフアシリテ一夕-と連携しなが
ら,よりよい環境を用意していくことが求められて
いる｡そのため,施設は各ワークショップのボラン
ティア要員の募集を地域に呼びかけ,レクリエーシ
ョン活動の環境整備を精力的に行なっている｡｢フ
アシリテ一夕一 ･トレーニング｣ 'Lの36章 ｢ホリス
ティック医療とフアシリテ一夕-｣におけるアツセ
マまどか庸代氏の記述 3にもあるように,高齢者の
方と各ワークショップのフアシリテ一夕-との相互
関係が生み出すより良い関係が,ワークショップの
内容を有意義なものにし,｢豊かな情操｣というか
たちで高齢者の方-還元されると考えられる｡
ホリスティック医療の観点から各ワークショップ
の意義を導き出した場合,｢心豊かな生活を営むた
めの活動支援｣｢身体機能改善を目指すリハビリテ
ーション支援｣という点が挙げられるOそのような
支援促進を行なうにあたりフアシリテ一夕-として
の基本姿勢を採り上げる｡
･ 参加者の立場に立ち,主体的にリーダーとし
て存在する
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･ 参加者の活動内容を観察して状況を把握し,
そのプロセスにおいて適切に支援促進する
･ 参加者の評価分析や一方的な操作を誘う言動
を慎み,常に脇役として参加者中心の姿勢を
もっ
この基本姿勢を心がけたワークショップの適切な
企画が事前に必要であり,運営に際しても一貫して
この基本姿勢を維持しなければならない｡
2 陶芸ワークショップの企画
(1)施設入居者の実態調査
陶芸ワークショップの企画にあたり,2007年8
月より特別養護老人ホーム星陽理事長石川治氏と施
設長岡本氏,介護職員松本氏の協力を得て施設入居
者の実態を把握するところから始めた｡入居者のタ
イプは,車椅子や歩行機を必要とする重 ･軽度身体
機能障害の方と,事象の認知判断に障害をもつ重 ･
軽度認知症の方に大別することができた｡
そこで明らかとなった入居者の実態は,陶芸ワー
クショップのグループ編成を具体化するものであっ
た｡第二著者の所属する兵庫県立加古川南高等学校
総合学科陶芸ゼミの所有する陶芸川竜気窯の容量と
いう物理的制約 (高等学校の授業作品と共同でワー
クショップの作品も焼成するため)により,クール 4
毎の陶芸ワークショップの定員は5名と定めた｡う
ち3名は特に興味関心を抱 く軽度身体機能障害の
方,残りの2名は特に施設が ｢身体機能改善を目指
すリハビリテーション｣という医療の一環として参
加させたい認知症の方で構成し,｢ノー クショップ運
営状況の動向をみながらグループ編成を考えていく
という方針に至った｡また,前記した3名の参加者
の募集活動は,松本氏が施設入居者に参加有無のア
ンケート調査をとり,入居者のその時々の積極的な
参加意思に従いメンバー構成するという方針に至っ
た｡
(2)参加者の身体能力に合わせた素材準備と制作
工程の選択
陶芸制作を行なうとで,施設入居者の実態調査に
より具体化した配慮事項を次に挙げるo
A.握力が弱い方,指の症撃のある方に配慮し,陶
土は比較的柔らかいものを用いる必要がある｡
B.身体機能障害により片手しか動かせない方に配
慮し,作陶技法は片手でも容易に行なえるもの
である必要がある｡
C.長時間制作は肉体疲労を伴うため,一回のT7-
クショップの時間は30分～1時間とするo
Aの事項は素材準備において配慮する内布であ
る｡粘土は基本的に粒子が細かいものほど密度が高
く硬質に感じる｡それに対し粒子が租いものほど密
度が低く軟質であるため,シャモット5を混入した
荒土を使用することにした｡次にB･Cの事項は制
作工程において配慮する内容である｡両手を使わな
ければ制作できない高度な技術は現実的ではなく,
比較的容易な技法で,且つ短時間の制作時間で成形
可頂巨な塑おこし6という技法を採用することにした｡
また,具体的なカリキュラムはここでは設定しな
い｡｢フアシリテ一夕一 ･トレーニング｣の第3章
｢"教育フアシリテ-クー"になること1 7で津村俊
充氏が指摘 しているように,カリキュラムは ｢伝
達 ･指示型教育｣を行なう教授者に求められる教授
手段の一つであるOそれとは対極的な ｢参加 ･対話
型教育｣を行なうフアシリテ一夕-は,参加者の主
体的 ･積極的な制作欲求を支援促進する立場である
以J･_,決められた発達段階を指示通りに歩む受動的
な学習方法ではワークショップの意味をなさないか
らである｡
‖ 実践
陶芸ワークショップの実践報告にあたり,倫理的
配慮として施設の同意を得ているが,本人の人権保
護という観点から考察に差しさわりのない範噂にて
氏名をアルファベット記号化している｡
1 第 1クール陶芸ワークショップ
参加者 :5名
閑催‖:91ヨ5H,19日,26日 (全日午後2時～
3時)
参加首のAさんとBさんは両手を使うことができ
るが握力が弱く,Cさんは片手のみの使朋が可能で
あり,DさんとEさんには認知症の症状がみられた｡
5名それぞれに個別対応を心がけるためフアシリテ
一夕- (ここでは第二著者)と補助員 (ここでは施
設の医療フアシリテ一夕-)を含め5人体制をとり,
参加者との会話や造形を通じた対話 (造形言語によ
る対話)を大切にする基本姿勢を事前の ミー ティン
グで共通認識してから活動支援に取り組んだ｡
まず図1のように,参加者全員に陶芸ワークショ
ップのオリエンテーションを行なった｡理解に遅れ
た万や認知症の万には補助月がそばにつき支援 ･介
助を行なった｡オリエンテーション開始時にCさん
は.｢参加希望はしたものの,やっぱり片手ではで
きないんじゃないか ?｣と心配されていたので,本
人との相談の結果,Cさんは他の参加者の方が制作
しているところを見学するところから始めることに
した日
次に図2.3のように,制作活動の実践に移ったO
陶芸初心者でもある参加者が制作に取り組みやすい
入門段階として,最も容易な技法と思われる抹茶茶
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椀の型おこしによる制作を行なった｡.図2のように
石膏型に薄く延ばした陶土を貼り付け.手のひらで
石膏型に押し付けた後,高台を取り付けて図3のよ
うに石膏型から陶土を取り外し,形を整えるという
ガイドラインを示し,各参加者の方の制作速度に合
わせて補助員と共に成形に取り組んだ｡片手の不自
由なCさんは,他の参加者の方が制作している様子
を見学するうちに,｢ひょっとしたら自分にもでき
るんじゃないか ?｣と意欲を示しはじめ,ワークシ
ョップ中盤より本人の意思で制作に参加された｡認
知症であるDさんEさんも,両手を広げて陶土を包
み込むように何度も押し固めるという動作や,陶土
の塊を握り締める動作を繰り返した｡
成形が終わった段階で作品を約 1週間乾燥させ,
陶芸用電気窯で約800℃の素焼き焼成を行なった
後,図4,5のように陶芸用絵の具で絵付けを行な
った｡認知症のDさんとEさんは ｢絵付け｣という
具体的な記号論的理解による制作は困難であったた
め,｢筆を用いた反復運動｣という身体機能改善を
目的とするリハビリテーションの一環として活動支
援を受けながら取り組んだ｡絵付けが終了した後,
透明粕薬NO.11号 (新日本造形製品)を施粕し,再
び陶芸用電気窯で約1230℃で酸化焼成 した (図
6)0
完成した作品を用いて,陶芸ワークショップの最
終日に茶話会を行い,作陶関係の話題やそれ以外の
話題について意見交換の場を設けた (図7)｡
茶話会でのAさんの発言は次のような内容であっ
た｡
｢わたしもこれで陶芸家ですねし,このお茶碗で,
茶道クラブに参加してみたい｡次はコップを作りた
い｡:
また,('さんの発言は次のような内容であった.,
;前から陶芸をしてみたかったけど,そんなの難
しくて私にはできないと思っていた｡手も不自由だ
しあきらめていたけど,こんな立派なものが出来る
なんて,家宝にしたい｡｣
Bさんは会話でのコミュニケーションが難しく,
施設内の各ワークショップの中で唯 一陶芸ワークシ
ョップのみ参加していた｡陶芸は陶土と一対一で触
れ合うことができ,また会話をしなくとも造形を通
した対話 (造形言語による対話)にてフアシリテ一
夕-や補助員とコミュニケーションをとることがで
きた｡
2.第2クール陶芸ワークショップ
参加者 :4名 (初回当日1名体調不良により不参
加)
開催日:10月1日,15日,22日 (全日午後2時-
3時)
参加者のAさんとFさんとGさんは両手を使うこ
とができるが握力が弱く,Hさんには認知症の症状
がみられた｡
参加者4名のうち3名は参加希望調査により調整
して選ばれた方で,うち1名は第1クールの経験者
であるAさんであった｡3名以外の参加者Hさんは,
前回同様施設が作業療法をすすめる認知症の方であ
った｡
新規参加者は前回同様に抹茶茶碗の制作を行い,
経験者のAさんは第1クーJt,時の最終日に対話して
いたように,コップの制作に挑戦したいという積極
的な制作意欲を示されたt〕第1クールにて補助員は
抹茶茶碗成形のスキルが備わったため,補助員が新
規参加者の制作を支援し,第二著者はAさんのコッ
プ制作を支援した｡制作に際しては,型おこしによ
り成形できる形態のヴァリエーションの限度と,最
低限遵守しなければならない工程をAさんと対話す
る中で説明し,Aさんの主体的な造形活動を妨げな
いよう造形行為に共感的態度で接した｡また,修正
が必要な場合のみAさんの合意を得て制作補助を行
なった し図8)し,
以降は第1クールの制作工程と同じ流れで進行し
た｡絵付けでは,認知症以外の3名の方は花鳥画や
パンフレ､ソトなどの図版の部分的模写といった具体
的イメージをもたれていた｡3名とも上手く描けな
いという問題に直面したため,絵付けの技法を一方
的に教授するのではなく,対話を通して本人の力で
上手く描けるコツを探ることにした (図9上 その
結果描きたいものの焦点を絞り,部分的にトリミン
グしたものを拡大して描くという答えが3名との対
話の中で浮上し,その方法で3名がそれぞれ主体的
に絵付けできるよう傍で活動支援を行なった｡認知
症の症状がみられるIIさんは,陶土の成形時は補助
員の完全な制作補助が必要であったが,絵付けの作
業に関しては補助員の制作補助はあまり必要とせ
ず,補助月の声かけのみでほぼ自立して作業を行な
うことができた (図10)0
第2クールの茶話会において,第1クールからJ)
参加者であるAさんの発言は次のような内容であっ
た｡
｢施設に入居して以来別々の場所で暮らしている
夫のために,このコップとお揃いの夫婦茶碗ならぬ
夫婦コップが作りたい｡｣(図11)
また,今回新規参加者であるFさんの発言は次の
ような内容であった｡
｢昔から陶芸をやってみたかったので,その夢が
叶った｡次はAさんのようなコップを私も作ってみ
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たい｡｣
Hさんとの会話は成立しなかったが,補助員の話
しかけと飲食補助により,自身の制作した作品を用
いた飲食行為ができた∪
3.第3クール陶芸ワークショップ
参加者 :4名 (初回当日1名体調不良により不参
加)
開催日:11月7日,21日,28L](全日2時-3時)
第3クール陶芸ワークショップ開催の事前ミーテ
ィングにおいて,補助員松本氏より ｢第1クールよ
り継続参加しているAさんが,前日まで生きる希望
をなくされたという内容の発言を繰り返し落ち込ま
れていたが,今日は陶芸ワークショップがある日で
生活に変化があるためか幾分元気になった状態であ
る｣という報告を受けた｡在宅介護と違い,施設入
居は家族や外部の刺激から遮断された特異な環境で
もあるため,ワークショ､ソプのように日常に変化を
もたらす行事があることが,入居者の精神衛生上望
ましいようである｡
参加者は第1クールあるいは第2クール経験者の
Aさん,Fさん,Gさん,Hさんであった｡ワーク
ショップへの参加を強制せず,能動的な参加意思を
尊重する結果,陶芸に対し特に興味関心を示された
入居者がリピーターとして参加される傾向になって
きたし}
ⅠⅠさん以外は,夫婦コップを制作されるAさんの
ように.コップを制作したいという要望であった｡
そこで.第2クールでコップ制作のスキルを得たA
さんが,他の参加者にコップの作 り方を説明しなが
ら進めていくという方針をとることにした〕Aさん
の話すコップの制作工程に従い,参加者は白身の意
見を交えながら制作補助のもとコップを成形した
(図12)｡
川蜂の絵付けは第2クールの時と同様,各々前Lpl
の反省点を巷に自身で改善プランを持ち合わせ,参
加音同上や補助員と対話する中で制作を進めたO第
2クールではどうしても筆遣いが困難で上手く描け
なかったという感想をもつGさんに対しては,型押
し8による装飾技法を紹介し,Gさんの表現したい
絵柄に合うか相談を重ねた とでその柁法による制作
を支援したQ
茶話会においては,他のワークショップ (茶道ク
ラブなど)や,訪問した家族に作品を見せて喜んだ
という話題が中心で,終始なごやかな雰囲気での懇
談が実現した (図13)｡｢陶芸制作｣という方法論
の押し付けではなく,参加者の積極的な活動や意思
を支援するという基本姿勢で接するうちに,参加者
との間に親密な交流関係を築けたように思われるo
図1.陶芸ワークショップのオリエンテーション
図2.型おこしによる抹茶茶碗の成形1
図3.型おこしによる抹茶茶碗の成形2
図4.陶芸用絵の具による素焼き生地への絵付け
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図5.絵付け動作によるリハビリテーション
ppql
図6.抹茶茶碗の完成作品
図7.自作の抹茶茶碗を用いての茶話会
図8.Aさんの合意を得た上での制作補助
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図9.絵付けの方法を探るためのFさんとの対話
図10.自立 した絵付け作業に取り組むHさん
図11.茶話会で自作のコップを使用するAさん
図12.コップ制作に取り組むFさんとGさん
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図13.茶話会でのワークショップ参加者との懇談
IV 成果と課題
陶芸ワークショップで今回目標とした事項は,前
述したように｢心豊かな生活を営むための活動支援｣
｢身体機能改善を目指すリハビリテーション支援｣
であった｡実際に陶芸ワークショップを行なってみ
て,参加者毎のニーズに合わせたフアンリテ-ショ
ンは,医療フアシリテ一夕-との協力のもと,可能
な限り取り組むことができたと思われる∪その実践
で得られた成果を計る基準は,陶芸作品のクオリテ
ィでも作品数でもなく,制作を通して得られた参加
者とのコミュニケーションの中にある｡
前章で採り上げた参加者の声はもちろん,本稿で
直接採り上げることのなかった参加者との数多くの
コミュニケーションの中に,｢陶芸｣という非日常
的な楽しみと驚きを伴うイベントに対し,主体的に
関わろうとする積極的な姿勢を感じた｡.それは参加
者のみの単独的な現象ではなく,ワークショ､ソプ運
営者の一方的な価値観の押し付けでもない‖フアシ
リテ一夕-を含むワークショップに関わった全員の
心情を豊かにする環境を共有できた喜びとして結実
したと理解される｡
しかしながら,この実践研究を通じて以下の課題
が残った｡
･ フアシリテ一夕-という基本姿勢を維持する必
要があるにもかかわらず,｢陶芸｣は物理的制
約に起因する制作ルールとテクニックを教授し
なければならない内容でもあるため,部分的に
ワークショップ参加者の主体性を奪ってしまう
場面を避けることが出来ない点
｢陶芸｣は陶土成形,素焼き,絵付け,施粕,
本焼きという工程をまとまった集団の同時活動
で行なう必要がある｡そのため,ワークショッ
プ-の主体的な参加意思を尊重するという基本
姿勢で運営していく際,各クールの初回ワーク
ショップに突発的な体調不良などの理由により
参加できなくなると,その方は当該クールにお
いて途中からの参加が困牲となる.〕それは日々
目まぐるしく移り変わる施設入居者の気分や心
情に即時対応することができないことを意味
し,参加希望者の主体的な活動意思を喪失させ
てしまう原因にもなる｡
･ 今回の陶芸ワークショップは,電気窯の容量と
いう物理的制約による少数定員制で施設入居者
のみを対象としたが,それ以外にも参加要望の
あったデイサービスの方に参加の機会を与えら
れなかった点
｢陶芸｣に対し上手く作れないかもしれないと
いう不安を抱く方に,その不安を払拭させるた
めの対話を広く用意できなかったため,ワーク
ショップに参加されなかった施設入居者の潜在
的欲求を覚醒させることが出来なかった点
以上の反省を踏まえ,今後のワークショ､ソプに改
善を加えるためのミーティングを施設の医療フアシ
リテ一夕-と行い,その取り組みを次回紀要におい
て報告したい｡
1 ここでいうフアシリテ一夕-は,個人あるいは
グループにおける学習活動を支援促進するリーダ
ーを意味する｡
2 南山大学人文学部心理人間学科監修,ナカニシ
ャ出版,2003
3 ホリスティック医学 ･医療では,｢自然治癒力｣
と l自己決定autonomy｣を尊重し,フアシリュ
ートします｡そこには,いのちみずからの癒す力
が, 一 一人ひとりに備わっているという生命観,自
然観があります (大塚,1997)｡医者,医療者も,
患者やその周りの人々も,その本人の自然治癒力
を高め,働きやすくするような,体内外環境や場
つくりをします｡患者の身心と心身から関わるの
です｡(フアシリテ一夕一 ･トレーニング,南山
大学人文学部心理人間学科監修,ナカニシャ出版,
2003,p.159,1.57-65からの抜粋)
4 陶芸は,陶上成形,素焼き,絵付け,施粕,本
焼きという工程を数日かけて辿るものであるた
め,それら一連の工程をここではクールと定め
たO
5 素焼きした陶土の粉末で,急乾燥による縮みや
焼成時の急熱急冷によるひび割れを防ぐため∴焼
成前の陶土に混ぜて使用される｡
6 均等な厚みに伸ばした陶土を,あらかじめ用意
された石膏型に押し付け成形する陶芸技法｡
7 南山大学人文学部心理人間学科監修,ナカニシ
ャ出版,2003,p.12-16
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8 ここでは判子の原理で凸面あるいは凹面が陶t
に転写され装飾模様が施される技法のこと｡もと
に,各事業所-の適切な対応が必要であると思わ
れる｡
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